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オランダにおけるピースフルスクールの授業づく り に関する教育方法学的一考察- 日本での授業づく りに活かすために一 
A Study on the Lesson of Peaceable School in the Netherlands Developing 
“Peaceable Lessons” in Japan 
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OKUMURA Yoshimi HAGIN0 Namiki 
本稿では、 オランダのピースフルスクールの授業づく り を教育方法学的に考察することで、 日本における授業づく りに
活かすための足がかりを得ることを目的とした。 そのために、 まずは教育目標、 教材 ・ 教具、 指導過程 ・ 学習形態、 教育
評価の 4 つの視点でピースフルスクールの授業づく りについて考察を行い、 それぞれにおいて重視されていること を整理
した。 次に、 1 つの試みとして、 先述した4 つの視点をふまえて日本での授業案を提案した。 その結果、 日本での実践に
あたってのポイ ントや留意点を指摘できた。 ①日本でピースフルスクールのよう な授業を実施するためには、 形式だけ真
似をするのではなく、 理念を参照しつつ、 子どもたちに願う姿をもとに授業を柔軟に組み立て、 子どもたちの生活とつな
げていく ことが重要であること、 ②特定の価値を教え込もう とするのではなく、 一人ひとりに違いがあることを尊重しつ
つ、 共に生きるあり方を学べるようにするという理念をもとに、 参考にできる枠組みを参照すること、 ③子どもたちだけ
でなく、 教師自身も子どもに求める振る舞いを日々の指導の中で体現できているかを自問することが重要であると考えら
れた。 以上のような形で授業づく り を行うことによって、 オランダのプログラムの理念等を尊重しつつ、 日本の子どもた
ちに合う授業づく りの道が開かれるように思われた。 
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で開発された 「コンフリク ト を創造的に解決するプログ
ラム (Resolving Conflict Creativity Program)」 をもとに、
ユトレヒト大学(Universiteit Utrecht) のデ・ ウ'インタ一 
(de Winter, M ) 教授の協力等を得ながら、 教育サポー
ト機関のエデユニク社 (Eduniek) が開発を行った。
このプログラムの特徴は、 大きく3 つにまとめられる。 
ーつめは、 週に一度プログラムにもとづく授業が実施さ
れていることである。 本稿では、 この授業のことをピー
スフルレ ッスンと呼ぶ。 二つめは、 メ デイエー タ一 (け
んか等の仲裁をする人) の育成である。 ピースフルスクー
ルでは、 高学年の子どものうち希望者が学外で研修を受
け、 メ デイエー タ一 の資格を取り、 子ども同士の衝突が







本プロ グラムは、 日本にも紹介され、 実践も行われて




しているかに焦点を当てて、 分析している3) さらに、 熊
平美香は、 オラ ンダのピースフルスクールプロ グラムを
紹介すると共に、 日本版に再開発し、 日本での取り組み
を進めている4)
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づく り を行うことに困難を伴う恐れがある。
そこで、 本研究では、 オラ ンダのピースフルスクール
におけるピースフルレッスンの授業づく り を教育方法学
的に考察する。 教育方法学的な考察としては、教育目標、
教材 ・ 教具、 指導過程 ・ 学習形態、 教育評価の4 つ 視
点で5) 考察を行う。 こ れにより、 オラ ンダのプロ グラ
ムにおける授業づく りで核となる考え方を抽出する。 そ




なお、 ピースフルスクールプロ グラムの新しいウェ ブ
























を続けており、 例えば高学年のブロ ック6 ) の内容が一 
部新しく更新されるなどしている7) しかしながら、 本稿
では、 資料の関係上、 基本的にピースフルスクールの教





コミ ュニティ とみなされる8)そのコミ ュニティ で子ども
たちは、 自分が聞いてもらい、 見てもらっていると感じ、
「声」 を獲得する。 また、 子どもたちは 「民主的な市民」
であるとは、 何を意味するのかを学ぶ。 さらに、 ピース






































・ 自信/ ポジティ ブな自己イメージ































































プログラムでは、 子どもたちが、 図1 の 5 つを学ぶこ
とが目指されている。 
1 . 民主的な方法で、 互いに決定を行う
2 . 建設的に衝突を解決する





また、 表1 では、 目標が詳細にコンビテンシーと して
記述されている。 表1 を見ると、 子どもレベルの目標だ
けでなく、 教師レベルや学校レベルでの目標も含まれて














では、 学年が上がってく ると、 選挙の仕組みなどを含め、
民主主義についても学べるようになっている。
こう したプログラムにおいて、 ピースフルレ ッスンは



























デイエー タ一 の研修等が総合的に実施される。 これらに
ついては、 先述した先行研究等を参照されたい。 
3 . ピースフルレッスンの教育方法学的考察
( 1 ) 教育目標
本節では、 ピースフルレッスンの教育目標について整
理する。 表2 は、 旧ウェブサイ ト上に示されている各ブ






表 2 を見ると、年度の最初に実施されるブロ ックでは、
クラスづく りが行われ、 積極的な雰囲気形成やルールづ
く りとともに、 子ども自身が自分たちの役割や責任を考







期待されている。 さらに、 ブロ ック3 では、 子どもたち
がより良いコミ ュニケーショ ンを取れるよう になること
が目指されている。 これは、 衝突の解決だけでなく、 衝
突を未然に防ぐ鍵であるとも考えられている。
ブロ ック4 では、 テーマと して感情が取り上げられ、
そこでは、 主に自分の感情認識と言語化、 他者の感情の
受け入れという2 つが目指される。 ブロ ック5 では、 コ
ミ ュニティの中で積極的に責任を取り、 貢献することの
重要性を学ぶことが求められる。 最後に、 ブロ ック6 で
は、 違いに対してオープンであることが目指される。 子
どもたちは身近な家族やクラス、 学校、 学校外や世界に
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表 2 ピースフルレッスンの各ブロ ックの目標
1 ブロック1 (お互いにクラスの一員である) では、 クラスの形成やクラス内に積極的な雰囲気を作り 
出すことに主眼が置かれている。 児童とともに、 私たちは互いにクラス内でどのように関わるかにつ 
いて約束を行う。 児童白身が任務や責任を考え出す。 
2 ブロック2 ( 自分たちで衝突を解決する) では、 児童たちは 「衝突」 という理解を学び、 どのように 
衝突に対応しうるかについての視点(zich t)を得る。 このブロ ックの後、 私たちは、 児童が、 簡単なス
テッププランを使って、 衝突を自分たちで解決することを期待する。 
3 ブロ ック3 (お互いに分かり合う) では、 コミ ュニケーションに関心が払われる。 良いコミ ュニケー
ションは衝突を解決し未然に防ぐ鍵である。 このブロックでは、 私たちは誤解の役割に特に関心を払 
う。 他者の立場に立ち、 気持ちを考え、 積極的に聞き、 要約することができるようになる。 
4 ブロック4 (お互いに心を持っている) では、 感情が中心となる。 このブロックでは、 とりわけ衝突 
解決のための2 つの重要な技能が学ばれる : あなた自身の感情を認識し、 それについて話すことがで 
きる技能と、 他者の感情を認め、 受け入れる技能。 
5 ブロック5 (みんな自分なりに貢献している) は、 最初の実行の年は、衝突の仲裁についてであり、 
その後児童の参加が中心となる。 
6 ブロ ック6 (私たちはみんな違う) は、 違いに対してオープンであることが中心となる。 子ども達は 
家族、 クラス、 学校、 学校外や世界において、 類似点や相違点を調べる。 
おける類似点や相違点を探る。
これらは、 先述したプログラム全体の目標とも重なる
点が多い。 人はみんな違う という前提をもとに、 それで










て示されている場合もある。 単語には、 衝突 (bet con- 
f lict) のよう にレッスン内容に直接関わるよう な単語も
あれば、 イ ントロダクショ ン(de binnenkomer) のよう
に指導過程に特有な単語もある。 また、 日本の6 年生に
あたる8年生になると、 民主主義(do democratie) や候
補者 (de kandidaat) のよう に社会の仕組みに関わるよ
う な単語も含まれている。 
( 2 ) 教材・ 教具




具体的にイ メージしやすいよう な生活に近い文脈、 また
子どもたち自身がピースフルレッスンで活動したことな
ど、 子どもたちの生活と関わるものが素材となることが
多い。 そのため、 教具と しては、 授業で取り上げるテー
マに関わる、 絵本、 新聞記事、 テレビなど文脈を再現し
う るものや、 活動のために必要な素材がしばしば用いら





られている。 ワーク シートには、 子どもたちが読む読み
物が載っていたり、 活動したことを書き込む欄があった
りする。 また、 ピースフルボールについては、 子どもた
ちがサークル状で対話を行う 際に、 ボールを持っている
人が話し、 周りの人は聞く というルールを可視化しやす
く なる。 学校によっては、 ピースフルボール以外の物で
代用している所もある。 
( 3 ) 指導過程・ 学習形態
本節では、 ピースフルレッスンの指導過程と学習形態
を確認したい。 まず、 ピースフルレッスンの指導過程は、
基本的に次の 5 つの流れで構成されている。 ①イ ントロ
ダク ショ ンの遊び、 ②授業の流れと テーマの確認、 ③授
業のテーマに関する中心的活動、 ④振り返り、 ⑤グロー 
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と結びついているものもある。 そう した場合には、 その















あるが、 教師は実際に一種の 「関与(commitment)」 を
求める。 もし子どもから 「先週のロールプレイ をもう一 










う とする必要はない。 ピースフルスクールのブロ ックや
レッスンは繰り返し同じ内容を学べるよう構造化されて
いる。 また、 全ての学年で同じブロ ック、 レッスンを学
ぶため、 子どもたちはゆっく り学んでいく ことができる。




























次に、 ピースフルレ ッスンの学習形態である。 ピース
フルレ ッスンは、 基本的に椅子を丸く並べてサークル状




(Kagan, S ) の協同学習の考え方を取り入れて実施され




えられている。 具体的には、 ブロ ック1 ~ 3 では常に2 
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ている。 しかしながら、2014年のピースフルスクールの
ニュースレターにおいては、 社会的 コ ンビテンシーを
「測定」 することの困難さから、 個々の児童レベルのモ
= タリ ングシステムからは手を引いたと されている。 代
























本章では、 日本において、 ピースフルスクールプロ グ
ラムの考え方を基にして、 実践された授業案を示す。 本
来、 ピースフルスクールプロ グラムは学校全体で、 全学
年で実施するものである。 しかしながら、 具体的な授業




ルレッスンと しては、3 回目の授業である。 いずれも授
業者は、 筆者である萩野奈幹である。 これまでの流れと
しては、 まず、2018年 1 月に初めてのピースフルレ ッス
ンと してオリエ ンテーショ ンを行った。 授業の流れ、 サー
クル対話のあり方等を 「友だちの意見をよく聞いて自分
の考えを伝えよう」 のテーマを通して授業を実施した。 
これはブロ ック1 の内容にあたると考えられる。 次に、
2 月に 1 回目の授業の延長として 「みんな同じ! ?」 を
テーマに授業を行った。 これはブロ ック6 の内容にあた
ると考えられる。 その上で、 後述する本時を行った。 詳





た。 また、 目標については、 授業者だけでなく、児童自
身も問題意識をもって自分の課題と して捉えられるよう
展開を図った。 目標の内容は、 ピースフルスクールのブ






教材 ・ 教具については、 パペツト を用いて、 子どもた
ちの実生活の中での問題場面として同級生の絵具を勝手
に持つていこう とする場面を再現した。 それにより、 子
どもたちが自分ごとと して捉え、 問題点や原因について
考えられるよう にした。 また、 ピースフルボールを用い
て、 子どもたちがやわらかいク ツシヨンを持つことで安
心して話せるよう にした。 また、 ク ツシヨンを持つこと
で、 話し手 ・ 聞き手が明確になり、 話し合いのルールが
可視化され、 他者を意識した話し合いができた。
本時の展開と しては、 ピースフルレ ッスンの構造と同
様に、 ①イ ントロダクショ ンの遊び、 受業の流れとテー
マの確認、 受業のテーマに関する中心的活動、 ④振り
返り、 ⑤クロージングの遊びと した。 このよう にイ ント
ロ ダクショ ンと クロージングの遊びを取り入れることで、
子どもたちの気持ちがほぐれ、 ピースフルレ ッスンへの
学びに向かいやすく なっている様子であった。 また、 授
業の流れとテーマの確認のところでは、 授業の流れとと




興的な動作化を通して、 どう して丁寧に言う ことが良い
のかという理由も考えられるよう にした。 それにより、
自分の考えを言葉で伝え、 互いに分かり合うことも大切









た。 サークルは、 非日常的な学習形態であり、 子どもが
主体的に参加しよう とする仕掛けとしても有効であると
考えられた。 なお、 今回は、 サークルで座って話すとい
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学級活動 ( 2 ) 学習指導略案
1 . 題材 気持ちのよい言葉を使おう













1 . 気持ちをほぐそう。 【脇動のあそび】 
・ 隣の人に、自分で考えた声かけ(ハイ ・ どうぞ等) 
をしながらクツシヨンを回す。 
( 自分の速さで→すばやく→ていねいに) 














の に っ いこうとする) 
・やさしく 「貸してほしいな」 ってお願いしたら、相 
手も貸してあげようと思う。 






3 . ていねいな言い方で言い直そう。 【体験】 
①どいて。早くいつてよ! (対下解 )_ 
②静かにしてよ! (対同解) 
③先生、 トイレにいつていい? (対先生) 



























・ 話し合いは、 ピースフルボールを用いる。 
































・ 事後に振り返る活動を設定する。 継続 した取組になるよう助言する。
・ 終わりの会のスピーチや日記などを通して、 どのようなことを具体的に 組んでいるのかを確認する場を設け、級友
の頑張りを認め、継続できるよう促す。 
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把握するとともに、 子どもたちの振り返り を参考にした。 
また、 授業後には本時の内容を活かしてぼかぼかした言
葉を使う 「ぼかぼか週間」 をクラスで1 週間設定した。 















そのために、 教育目標、 教材 ・ 教具、 指導過程 ・ 学習形
態、 教育評価の4 つの視点でピースフルスクールの授業
づく りについて考察を行い、 それぞれにおいて重視され
ていることを整理した。 その上で、 1 つの試みとして、
日本での授業案を提案した。 その結果、 日本での実践に
あたってのポイ ントや留意点と して、 次の3 点が指摘で
きると考えられる。











点である。 ピースフルスクールでは、 ピースフルレ ッス
ンだけでなく 、 生活コミ ュニティ とみなされるクラスや
学校での学びも重視されていた。 子ども達は、 特定の価
値を教師から与えられるのではなく、授業やコミ ュニティ
において 「民主的な市民」 であるとは、 何を意味するの
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かを経験的に学ぶことが大切にされていた。





教師と して自分もそう しなく てはならないと考えられて
いた。
以上のよう な形で授業づく り を行う ことによって、 オ




そのため、 実際のピースフルスクールのよう に、 学年を
超えて長期的に実施するあり方までは十分に示せていな
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S. Kagan & M. Kagan, Kagan Cooperative Learmng,
San Clemente: Kagan Publishing, 2009.
筆者は同書の前の版しか入手できなかったが、 そこで
もケーガンが掲げる4 つの原則につながる原則等が示
されている。 
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